
正多面体と外接球 

                                        中川宏 

正１２面体と正２０面体の、それぞれの外接球、内接球との関係はつぎのようになっています。 

正１２面体の外接球の半径：０Ｒ１２  正１２面体の一辺：a１２ 

正２０面体の外接球の半径：０Ｒ２０  正２０面体の一辺：a２０ 

０Ｒ１２＝１．４０１２a１２ 

０Ｒ２０＝０．９５１１a２０ 

０Ｒ１２＝０Ｒ２０ と球の大きさを同じにしたときには、 

a１２＝√（τ２+１）/√（τ４+１）＝０．６７８７a２０ という関係があります。 

これらをもとに、a２０の関係式として整理すると、 

外接球の体積 OＶ＝４/３π(０Ｒ２０)
３＝３．６０２(a２０)

３にたいして、 

正１２面体の体積Ｖ１２＝(１５＋７√５)/４・a１２
３＝２．３９５７(a２０)

３・・６６．５％ 

正２０面体の体積Ｖ２０＝５(３＋√５)/１２・a２０
３＝２．１８１７(a２０)

３・・６０．６％ 

外接球の面積ＯＳ＝４π(０Ｒ２０)
２＝１１．３６３(a２０)

２にたいして、 

正１２面体の面積Ｓ１２＝３√(２５＋１０√５) a１２
２＝９．５１０１(a２０)

２・・８３．７％ 

正２０面体の面積Ｓ２０＝５√３・a２０
２＝８．６６０３(a２０)

２・・７６．２％ 

となります。 

これに関連して、「プラトンとアルキメデスの立体」（ダウド・サットン、ランダムハウス講談社）

に次のような指摘がありました。 

 「同じ大きさの球に内接する正１２面体と正２０面体の面積の比は、体積の比に等しい。」 

確認してみましょう。 

Ｖ１２/Ｖ２０＝Ｓ１２/Ｓ２０＝１．０９８１ 

となり確かに一致しています。 

ほかは√５を含む式で、Ｓ２０だけ√３をふくむ式なのに不思議な気がします。 


